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親愛 な る 兄弟 、 ア ー メ ド ・ フ ァ テ イィ イ ・ ア ブ デ ル ・ ア ル 氏 の 魂 へ 。 彼 
は 自分 の 名 前 が 書か れ た 歴史 に 関す る 本 を 持つ こと を 常に 夢見 て い 


た . 正 当 な 夢 と 願望 は 、 彼 が 病気 に よっ て それ ら を 達成 する こと を 妨 
げ た . 


彼 が 真実 の 家 に いる 間 、 私 は この 本 を 彼 に 捧げ ます . 彼 は モス ク を 建 
設 し た り 、 ク ルアー ン の ュ コピー を 継承 し た り 、 人 息子 を 残し た り し ま 
し た . 彼 の 死後 、 彼 の 許し を 請う / サ ヒー フ ・ ア ル ・ ジ ャ ミ 、No. 
3596 で 、 ア ル ・ ア ル バ ー ニ に よっ て ハサン と し て 分 類 さ きれ 、 神 が 彼 
を 憐 れ ん で くだ さい ます よう に 。 


序章 : 


文学 に お ける ファ ンタ ジー が 、 論 理 と 慣習 の 制限 を 打ち 破り 、 想 像 
力 の 人 額 域 と 神話 と 叙事詩 の 広大 さ を 異 な る 異常 な 法則 に 従っ て 漂う 
、 走 こり 得 な い 不 可能 な 現実 で ある と すれ ば . 


し か し 、 デ ジタル 技術 と 多様 な 知識 が 支配 する 世界 で 、 座 も 想像 も 
し な か っ た よう な ユニ ー ク な ファ ンタ ジー が 現実 か ら 紡 が れる 可能 
性 が ある 人 類 の 歴史 の 例外 的 な 駅 が あり ます . 東 と 西 の 聞 の これ ら の 
ーー ラク が シーク で し ビュ っ うー し ます 。 


最初 の シー ン : 
フル フィ ル メ ント ペナルティ 


皇帝 カー ル 5 世 の 肖 像 画 を 数 多く 描い た イタ リア の 画家 (ティ ツィ ア 
ー ノ ) は 、 皇 常に 騎士 の 称号 を 与え を 、 当 時 の 自然 芸術 の パイ オニ ア の 
1 人 で し た 。 


この 芸術 家 は 、 ヨ ー ロ ッ パ を 席巻 し た ペスト 病 で 最期 を 迎え 、 彼 は 
90 茂 を 超え て いま し た 。 一 般 的 な 慣習 は 、 ペ スト の 死者 を 共同 墓地 
に 埋葬 する こと で し た が 、 彼 の 卓越 し た 芸術 的 役割 に より 、 彼 は こ 
の 過酷 な 運命 か ら 除 外さ れ 、 彼 は 拝殿 に 埋葬 。 


医者 と 彼 の 役割 より も 高貴 で 高貴 な 職業 は あり ませ ん . そ の た め 、 彼 
は アー ティ スト が 死 の 危機 に 演 し て いた と き で さえ を 、 芸 術 家 に イン 
スピ レー ショ ン を 与え を まし た . お そら く 、 こ れ ら の 絵画 の 中 で 最も 有 
名 な も の の 1 つ は ( ガ シ ェ 博士 ), 最も 高価 な 絵画 . 世 界 で 、1 億 4800 
万 ドル で 販売 され まし た 。 


画家 ( グ ヴァ ン ・ ゴ ッ ホ ) が お 世話 に な っ た 医師 の 願い を 込め て 描い 
た も の で 、 医 師 は ブッ ホ が 治療 し た ジギタリス 楽 を 抽出 し た ジ ギ タ 
リス の 植物 に 浸かり な が ら 具 現 化し た 。 


人 類 の 歴史 に お ける これ ら の 例外 的 な 状況 に と お ける この 上 代 高 な 役割 
の 証拠 は あり ませ ん 。 武漢 の 中 央 病院 で 働い て いた と き に 、 田 敢 な 
中 国人 医師 ( 李 文 亮 ) が 発見 し た と き 、 彼 は 感染 症 が 原因 で ある と 考 
えて いた 感染 症 を 悪化 させ まし た 。 SARS ウイ ルス に 感染 し た た め 、 
彼 は 同僚 や 市 の 地方 自治 体 に 警告 を 発し た が 、 彼 ら は 彼 の 警告 を 真 
剣 に 受け 止め あな か っ た が 、 デ マ を 広め た 罪 で 彼 を 逮捕 し た 。 


医師 ( 李 文 館 ) は 、 世 界 が 新型 コロ ナウ イル ス と し て 候 日 知っ て いた 
謎 の ウイ ルス が 全 世 界 を 席巻 し た 結果 、 亡 く な り ま し た 。 中 国 は 、 
メッ セー ジ の た め に 命 を 捧げ た 医師 の 誠実 き を 確認 し た こと で 、 諾 
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く な っ た 医師 の 家族 に 正式 に 謝 晶 し 、82 万 元 の 金銭 的 補償 を 行い 、 
彼 に 対す る 逮捕 状 を 取り 下げ た . 


エジプト で は 、 エ ジ プ ト 人 医師 (Mahmoud Sami) が カフ ル エル シェ 
イク 県 バル ティ ム 市 の 衛生 隔離 病院 で 勤務 中 に 、 ス トレ ス と 緊張 に 
ょ り 視 力 を 失っ た . 末 模 神 経 、 損 傷 お ちょび 炎 症 を 引き 起こ し 、 神 経 信 
号 を 脳 に 伝達 する 神経 の 役割 を 妨げ 、 最 終 的 に は し びれ また は 座 交 
に つなが り ま す . 


また 、 医 師 、 看 護 師 、 薬 剤 師 な ど 、 世 界 中 の 医療 サー ビス 提供 者 の 
死亡 率 に つい て 癌 え ば 、 そ の 数 は 着実 に 増加 し て いま す 。 


これ ら す べ て の 犠牲 に も か か わら ず 、 一 部 の 社会 で は 、 時 間 の 経過 
と 道徳 体系 の 謙 退 に 伴い 、 医 療 ス タッ フ と その 役割 に 対す る 見 方 が 
後退 し まし た 。 祖国 の た め に 命 を 犠牲 に し た た め 、 エ ジグ ト は 隅 離 
病院 で 働く 医師 や 看護 師 に 対す る いじ め の 事 例 を 数 多く 目撃 し て お 
り 、 ア ガ 市 の 村 (Shubra ELBahou) の 人 々 の 集まり より も 悪い こと 
は 何 も あ り ま せん ダ カ リ ア で は 、 コ ロナ で 亡くな っ た 女性 医師 の 遺 
体 を 運ぶ 救急 車 が 、 感 染 を 伝染 きせ る こと を 恐れ て 進入 する の を 防 
まし た 。 

これ に は 、 上 耕 高 な 医療 メッ セー ジ と 恩返し の 文化 に 関す る エジプト 
社会 の 意識 を 高め る 必要 が あり ます 。 

国際 レベ ル で は 、 エ ジグ プ ト は 中 国 、 イ タリ ア 、 米 国 、 ス ー ダ ン 、 イ 
ンド 、 チ ュ ニ ジア な ど に 支援 を 提供 し た た め 、 パ ン デ ミッ ク に 青 面 
し て いる 他 の 国 に 積極 的 に 援助 の 手 を 差し 伸 べ まし た 。 

そし て 、 詩 人 の 王子 (アー メド ・ シ ャ ウキ ) に よる 詩 を 運ぶ エ ジ プ 
ト に 援助 を 送っ た と き 、 好 意 の 返還 は 中 国 か ら エ ジブ プ ト に 向かっ て 
で LU だ > 


私 は 忠告 し まし た 、 そ し て 私 た ち は 別 の 家 で す .. し か し 、 私 た ち は 
曳 東 に いま す 


国 が 異な ん ば 、 そ れ は 私 た ち を 結び つけ ます 。 
2 番目 の シー ン : 
コロ ナメ イ 


人 は 自分 の 周り に 生命 を 動か す 目 に 見 を な い 力 が あり 、 そ れ ら は 自 
分 の 周囲 で 善 と 悪 を 作る も の で ある と 考え て いま し た . 人 間 が 自分 の 
周り の これ ら の 超自然 的 な 自然 の 力 に 立ち 向かう こと が で き な い こ 
と に 下面 し て 、 彼 は それ ら を な だ め よ うと し 、 彼 ら の 許し と 赦し を 
求め 、 唯 一 の 神 を 知り 、 一 神 教 の 必然 性 に 到達 する た め に 、 彼 ら を 
神 と し て 人 類 の 宗教 と の 長い 旅 に 連れ て 行き まし た 。. 


イリ アス と オデ ッ セ イ の 2 つの 叙事詩 の 詩人 で ある ホメ ロス は 、 へ べべ 
スト と 伝染 病 の 神 で あり 、 治 癒 の 神 で も ある アボ ロン 神 が 空 に 命じ 
て ギリ シア 軍 に ペスト の 矢 を 降ら せ た と 書い て いま す 。 


科学 者 た ち は ま た 、 フ ラン ス 国 王 ( フ ィ リ ッ プ 6 世 ) の 治世 中 に 、 当 
時 の 天体 の 動き と 月 食 と 腺 ヘ スト の 墓 延 を 関連 付け まし た 。 


面白 いこ と に 、 現 代 の イン ド の 一 部 の 部 族 や クル ー プ は 、 今 で も 同 
じ ア プロ ー チ を 取っ て いま す . 州 (ウツ ウッタル フラ デー シュ 州 ) の 一 部 の 
イン ド 人 女性 は 、 新興 コロ ナウ イル ス の た め に 寺院 を 設立 し 、 新 し 
い ア イド ル (コロ ナマ イ ) と 呼び まし た . 、 そ し て 儀式 で は 、 新 し い ア 
イド ル が 9 つの キャ ン デ ィ ー ボ ー ル と も う 1 つの クロ ー ブ で 穴 を 提 
示す る 必要 が あり ます . 


論理 に 基づか な いい くつ か の 宗教 的 解 息 も 、、 パ ン デ ミッ ク の 時 代 に 
道 を 見 つけ ます 。 


そこ で 私 た ち は 、 マ ムル ー ク 朝 の スル タン ・ ア ル ・ ア シュ ラフ ・ バ 
ルス ベイ の 疑問 を 見 つけ ます - 彼 の 時 代 に エジプト で 墓 延 し 、 毎日 
24.000 人 の 死に 至る まで - 彼 の 評議 会 の 法学 者 と 学者 へ の 質問 : 彼 ら 


の 晶 の た め に 疫病 ? 彼ら は 彼 に 次 の よう に 指摘 し た : 姦通 が 人 々 の 
間 に 広 が る と 、 彼 ら の 間 に 疫 病 が 現れ 、 女 性 は 昼夜 を 問わ ず 身 を 飾 
り 、 通 り を 歩く の で 、 ス ル タ ン ・ バ ル サ バ イ は 貴 ち に 女性 が 家 を 出 
て 通り に 出る こと を 禁止 する 法 信 を 発布 し 、 疫 病 が 国 で 止ま る まで 
道路 旧 し か し 、 バ ー ズ ビー 自身 が すぐ に 疫病 に か か り ま し た 。 


この 事件 と 同様 に 、 い くつ か の ヨー ロッ パパ 諸国 で ベー ル を 禁止 し た 
結果 と し て コロ ナ が 発生 し た こと を 説明 する 奇妙 な ファ トワ が 発行 
され まし た が 、 一 部 の ファ トワ は 、 ウ イグ ル 族 の 少数 民族 か ら 約 

100 万 人 の イス ラム 教徒 を 「 反 政府 デモ | で 拘束 し た こと に 対す る 
中 国 か ら の 神 の 復讐 で ある と 解釈 し まし た 。 イ スラ ム 教 徒 と 提 イ ス 
ラム 教 徒 の 世界 を 広げ た パン デミ ッ ク に 私 た ちがい な いか の よう に 


い 】 


3 番目 の シー ン : 
男性 か 女性 


お そら く 、Covid-19 に よる 怪我 や 死亡 の 最 中 に フラ ンス 人 が 行っ た 
最も 素晴らし いこ と の 1 つ は 、 女 性 か 男性 か と いう 観点 か ら 性 別 を 
決定 する こと で し ょ うか 3?! 


フラ ンス 語 の 保護 を 任 ら きれ た フラ ンス アカ デミ ー は 、 他 の 吾 語 か ら 
単語 を 追加 し た り 、 単 語 の 性 別 を 決定 し た り し な いこ と を 決定 し た 
た め 、 出 現す る ウイ ルス の 女性 らし さ に 打ち 勝ち まし た !! そし て 彼 
女 は 、 コ ロナ ウイ ルス は 「le Covid-19| で は な く 、 女 性 の 定義 を 使用 
し て 「la Covid-19] と 書か れん て いる こと を 明確 に 指定 し まし た . 


スペ イン 王立 アカ デミ ー は 、 女 性 らし さ の 観点 あら この 青葉 を 扱う 
際 に それ に 続き まし た . 


4 番目 の シー ン : 
コロ ナ に 再 面 し た シス テム 


米国 大 統 賃 (ロナ ルド ・ ト ラン プ ) の 政権 は 、 新 興 の コロ ナ ・ パ ン 
デミ ッ ク に 立ち 向かう 方 法 と 、 病 気 の 間 延 に 伴い 、 世 界 で 最も 感染 
率 の 高い アメ リカ 合衆国 に な る た め に 、 い くつ か の 緩い こと が 特徴 
で し た 。 米国 と 世界 保健 機関 は いく つか の 危機 を 目の当たり に し ま 
し た 。 そ の 結果 、 米 国 は 組織 へ の 財政 的 貢献 を 一 時 停止 し 、 管 理 の 
り 、 パ ン デ ミッ ク の 適切 な 評価 の 欠如 、 お よび 感染 と 死亡 に 関す 
る 誤っ た 情報 を 正当 化し まし た 。 


関連 する レベ ル で は 、 米 中 関係 は 、 パ ン デ ミッ ク の 発生 に 対す る 貢 
任 と 災害 の 規模 の 中 国 の 隠蔽 を めぐ っ て 緊張 と 魅力 を 目の当たり に 
し た た め 、 米 国 は 中 国 に 制裁 を 課す と 脅し た . 


そし て 、 米 国 大 統 人 名 (ドナ ルド ・ ト ラン プ ) は 、 最 も 物議 を か も し 、 

皮肉 な 大 統 句 の 1 人 で ある た め 、 出 現し た コロ ナ の 治療 薬 で も る ヒ 
ドロ キシ クロ ロキ ン に 対す る 彼 の 熱意 に より 、 ア リゾ ナ 州 の (フェ ニ 
ックス ) 地域 で アメ リカ 市 民 が 死亡 し まし た 。 、 そ し て 彼 の 妻 は 、 

トラ ング の 処方 に 従っ て 、 自 分 で クロ ロキ ン を 服用 し た と き に 医療 
を 受け まし た . そ し て 、 研 究 を 完了 する 前 に 急い で は いけ な いと いう 
医学 的 アド バイ ス に 反し て 、 最 終 的 に この 治療 は 役に立た ず 、 複 数 
の 副作用 が ある と 結論 付け まし た . 


その 後 、 ト ラン プ 氏 は 記者 団 に 対し 、 減 菌 器 が ウイ ルス を 1 分 で 殺 
す た め 、 無 菌 材料 を 体 に 注射 する 可能 性 に つい て 語り 、 医 療 お よび 
科学 界 で 広く 喘 笑 を 巻き 起こ し た . 


そし て 、 ア メリ カ 合 秒 国 から ブラ ジル まで 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス の 
死亡 率 が アメ リカ に 次 いで 世界 第 2 位 で ある ブラ ジル 大 統 健 ( ジ ャ イ 
ー ル ・ ボ ル ソ ナ ロ ) は 、 メ ディ ア の 誇張 と 考え て 、 当 初 は ウイ ルス を 


贈 笑 し 、 最 悪 の 場合 、 そ れ は 単純 な イン フル エン が ザ に 過ぎ ず 、 彼 の 
過 笑 は 社会 的 隔離 と 閉鎖 の 規則 に まで 及び 、 国 内 で の ウイ ルス の 慕 
延 と 個人 的 な 感染 に より 、 無 関心 の 精神 を 放棄 し ませ ん で し た 。 国 
民 は 感染 の 心配 な く 下 水 で 遊べ る し 、 最 後 は みん な 死ぬ か ら 、 彼 の 
国 は 弱虫 の 国 で あっ て は な ら な い 、 と 彼 の 下品 な 表現 で !! 


新興 ウイ ルス か ら 切 り 離 され て いな い ア フリ カ に 関し て は 、 一 部 の 
アフ リカ 大 統 師 の ウイ ルス へ の 対処 は 、 丘 常 に 面白 い パ ラド ックス 
を 目撃 し まほ し た . た と えば 、 タ ン ザ ニア の 大 統 人 包 (ジョ ン ・ マ グフ リ 
) は 、 科 学研 究 者 の 服 を 着る こと に 決め まし た !! そし て 、 彼 は 新型 
コロ ナウ イル ス 検 査 装 置 の 品質 を 確認 する た め に 自分 で 実験 を 行っ 
た た め 、 使 用 を 拒否 し 、 人 間 以 外 の パパ イヤ 、 ヤ ギ 、 ヒ ツジ の サン 
ブル を 人 間 の 名 前 と 年 齢 と 共に 送っ た の で 、 結 果 は これ ら の サン プ 
ル で は 、 ウ イル ス 感 染 が 陽性 で し た 。 


ウガンダ で は 、 ウ ガン ダ の ヨウ ェ リ ・ ム セ ベ ニ 大 統 句 が 、390 年 間 国 
を 統治 し た 後 、 彼 の 国 で 説教 者 の 役割 を 引き 受け 、 神 が 夢 の 中 で 彼 
の 国 に 全国 的 な 祈り の 日 を 確立 する よう 命じ た と 宣 埋 し まし た ! 恐 
ろ し い ウ イル ス の 箇 威 を を そ を ら す た め に 。 


マダ ガス カル に 関し て は 、 大 統領 (アン ドレ イ ・ ラ ブ ゴリー ナ ) が 薬 
草 学者 の ロー ブ を 着 て 、 記 者 会 見 で 、 全 世界 の 歴史 を 変え る 可能 性 
の ある Covid を 治療 する た め の よ も ぎの ハー ブ ド リ ンク を 発表 し ま 
し だ 。。。 
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5 番目 の シー ン : 
告発 きれ た 動物 


この 危険 な パン デミ ッ ク を 引き 起こ し た 最初 の 犯人 は コウ モリ で し 
た . コ ウ モ リ を 駆除 し て 移動 きせ る ょ よう 求 め ゆら れ ま し た が , 生態 系 の 
バラ ンス に ダメ ー ジ を 与え る た め , これ ら の 呼び か け は 実現 し ませ ん 
で し た . コ ウ モ リ の 糞 は 有機 物質 を 含ん で いる た め 肥 料 と し て 使用 さ 
れ ま す . 野 菜 や 果物 の 作物 の 成長 と 品質 を 向上 させ る . さ ら に , コウ モ 
リ 病気 を 運び 、 人 間 の 健康 を 害する 14,.000 種 の 昆虫 を 食べ て いる た 
め 、 マ ラリ ア や デン グ 熱 な どの 病気 を 運ぶ 可能 性 が あり 、 生 息 地 か 
ら そ れ ら を 追い 出す 可能 性 が あり ます 病気 の 墓 延 に 貢献 し ます 。 


2 番目 の 告発 者 : 彼 は セン ザン コウ また は セン ザン コウ を 食べ て お 
り 、 絶 滅 の 危機 に 瀬 し て ぃ る 動物 の 1 つ で あり 、 食 品 や 民間 薬 で 直 
法 に 取引 きれ て いま す 。 


3 番目 の 告発 者 : 彼 は ミン ク 動 物 で あり 、 感 染 が 人 間 か ら 彼 に 伝染 し 
た こと を 研究 が 示し て お り 、 彼 は 再び 人 間 に 伝 染 し 、 デ ンマ ー ク で 
1.500 万 人 に 影響 を 与え た 彼 に 対す る 虐殺 に つなが り ま し た 。 通常 の 
ウイ ルス と 同様 に 、 抗 体 に よっ て 阻害 されない フォ ー カ ス 5 と 呼ば 
れる 新しい 株 に 対す る デン マー ク 保 健 省 の 懸念 に 対し て 、 世 界 中 で 
開発 され て いる ワク チン の 有効 性 に 課題 を も た らし ます 。 
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> ペー ン 6: 
コロ ナ デ モ 


(Gustave Le Bon) は 著書 (Psychology of the Masses) で 次 の りょう に 述べ 
て いま す 。 19 の パン デミ ッ ク で は 、 ソ ー シ ャ ル ディ スタ ンス の 義務 
、 マ スク な どの 個人 保護 ツー ル の 遵守 、 頻 委 な 手洗 い 、 観 光 や 空港 
な どの 一 部 の 経済 活動 の 停止 が 強調 さん て いま し た が 、 一 部 の 人 々 
の 反乱 が 状況 の 支配 者 で し た 。 こ れ に より 、 一 部 の 政府 は これ を 達 
成す る た め に 厳し い 浪 金 に 署名 する こと を 余儀 な くさ れ ま し た 。 


昨年 3 月 、 ア レク サン ドリ ア の 人 々 は コロ ナ に 反対 する デモ で 世界 


を 驚か せま し た , 彼ら が コロ ナ 旗 と 呼ん だ も の は 、 新 し い ウ イル ス に 
対す る チャ ント の 中 で 燃やさ れ ま し た . 社 会 的 に 。 


2 

コミ ュ ニ ケー ショ ン と コロ ナ 

1889 年 に ロシア の イン フル エン ザ が アメ リカ 大 陸 に 広まっ た と き 、 
この 移行 に 電報 と 郵便 線 が 果たし た 役割 に つい て の 噂 が あり まし た . 
中 国 製 の 携帯 電話 が ウイ ルス の 伝染 の 原因 で あり 、 そ れ が 原因 で 、 


世界 保健 機関 は 、 コ ロナ ウイ ルス が 電波 や 携帯 電話 ネッ トワ ー ク を 
介し て 伝染 し な いこ と を 迅速 に 宜 音 し ます 。 
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ジー ン 8: 
冨 は プラ イス レス に な る 


パン デミ ッ ク の 時 代 に は 、 物 事 の 価値 は 通常 崩壊 し 、 人 々 が 常に 候 
を 切ら し 、 常 に 散ら ば っ た 廃棄 物 に な る 素材 。 


歴史 家 は 、 ス ル タ ン ・ ハ ッ サ ン ・ ビ ン ・ ア ル ・ ナ シル ・ ム ハン マ ド 
・ ビ ン ・ カ ラー ウー ン の 時 代 の 疫病 の り の ニュー ス に つい て 、 そ れ は 人 
命 の 損失 と いう 点 で 最も 深刻 で あり 、 面 白い こと に 、 そ の 起源 は 中 
国 ま た は 中 国 の 国 で あっ た と 語っ て いま す 。 当 時 、 マ ムル ー ク 時 代 
に 大 カン の 国 と し て 知ら れ 、 ベ ペスト が 相次い だ 時 代 、 人 々 は 過度 の 
疲労 に 圧倒 され 、 こ の 伝染 病 の 犠牲 に な っ た 死者 を 埋葬 し な か っ た 
。 司法 は 財産 を 分 配 する 相続 人 を 見 つけ る こと が で き な く な っ た の 
で 、 お 金 は 国庫 に 移さ れ 、 そ こ か ら 有 名 な 詩 が 派生 し た と 青 わ れ て 
いま す 。 


石油 は 世界 経済 の バッ クボ ー ン で あり 、 ア ラブ 地域 の 富 の 理由 で あ 
る た め 、 パ ン デ ミッ ク の 現在 、 石 油 に 何 が 起こ っ た の か を 見 て み ま 
じじ ひ 。 


石 油 は 、1932 年 に バー レー ン の アラ ビア 半 島 で ジャ バル アル ドゥ ッ ハ 
ン の 井戸 か ら 初 め て 発見 され 、 そ の 後 、 サ ウジ アラ ビア は 1938 年 に 
ダン マー ム の 井戸 を 介し て 、 同 じ 年 に クウ ェ ー ト の ブル ガン 油田 か 
ら 右 油 に 加わ り ま し た 。 1973 年 の 戦争 で 石油 が 戦略 兵器 に 変わ っ た 
アラ ブ 地 域 。 


し か し 、 コ ロナ の 発生 と それ に 伴う 全 世 界 の 経済 不況 に より 、 和 石油 
は 歴史 上 初め て 価格 の な い 商 品 に な り 、 石 油 価格 は 貯蔵 コス ト と し 
て マイ ナス に 記録 きれ まし た 。 供給 の 増加 と と も に 上 昇 し 、 米 国 の 
原油 の 格 来 の 契約 価格 は 崩壊 し 、 昨 年 4 月 に は マイ ナス 37 ドル 未満 
に 達し まし た 。 
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9 番目 の シー ン : 
人 工 知能 
中 国 の 存在 と アラ ブ の 不在 


人 工 知能 の 重要 性 は 、 今 後 数 年 間 で 人 的 要因 を 斬 き 換え て 、 人 が で 
きる こと を 何で も 実行 で きる よう に する 能力 で 強調 され て いま す . 

(Alpha Go) 有名 な Google 社 の , 世界 最大 の プ レー ヤー を 打ち 負かす . 
古代 中 国 の ゲー ム ( 囲 碁 )。 そし て 、 人 工 知能 の 輸 は 拡大 し 、 ジ ャ ー 
ナリ ズム の 分 野 、 法 律 の 分 野 、 顧 客 サ ービス 、 銀 行 部 門 、 住 宅 ロー 
ン 、 自 動車 の 運転 、 機 関 や 医療 サー ビス に お ける 意思 決定 の 支援 に 
まで 浸透 し て いま す 。 感 染 拡大 防止 の た め 、 愚 者 19 名 に 薬 や 食事 を 
届け た り 、 汚 れん た シー ツ や 医療 廃棄 物 を 回 収 し た り 。 


も ちろ ん 、 人 人 工 知能 の 使用 の 発展 は 、 製 品 や サー ビス の コス ト を 削 
減 し 、 ヒ ュー マン エラ ー に 起因 する リス ク を 軽減 する 上 で 、 特 に 医 
療 お ょ び 研 究 分 野 で 大 き な 利 点 を も た らし ます . こ の 仮説 か ら 、 人 工 
知能 が 人 的 役割 を 補完 する も の で あり 、 そ れ に 代わ る も の で は あり 
ませ ん が 、 特 に 民間 部 門 で は 、 コ スト 要因 が 依然 と し て 重要 で 影響 
力 の ある 問題 で す 。 


面白 いこ と に 、 最 初 の ロボ ッ ト を 製造 し よう と し た の は 、 私 た ち が 
世界 を 知っ て いた 当時 の アラ ブ 人 で あり 、 ア ラブ の 科学 者 バディ ・ 
アル ・ ザ マン ・ ア ブ ・ ア ル ・ エ ズ ・ ビ ン ・ イ スマ イル ・ ビ ン ・ ア ル 
・ ラ ザ ズ 、 通 称 ア ル - ジ ャ ザ リ は 、 ア ッ バ パー ス 朝 の カリ フ が 彼 に 人 間 
の 代わ り に 使用 人 を 作る よう に 頼ん だ の で 、 彼 は 史上 初 の 頁 立 し た 
使用 人 の 形 の ロボ ッ ト を 作り まし た 。 彼 は 手 に 水差し を 持ち 、 も う 
一 方 の 手 に は タオ ル を 持っ て いま す 。 ター バン に は 人 和 鳥 が いて 、 祈 り 
の 時 間 に な る と 、 鳥 が 口笛 の よう な 音 を 立て て 前 進 し 、 水 差し か ら 
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指定 され た 量 の 水 を 注ぎ ず 、 カ リフ が 汰 浴 を 終 を る と 、 タ オル を 差し 
出し ます 。 その後 、 彼 は 最初 の 場所 に 戻り ます 。 


それ に も か か わら ず 、 現 在 の アラ ブ 世 界 で は 、 人 工 知能 の 悪用 の 問 
題 は 狭い 関心 賃 域 を 占め て お り 、 こ れ は 主 に 、 技 術 、 そ の 機能 、 お 
ょ びそ の 使用 の メカ ニズム に 対す る 理解 の 欠如 に よる も の で す 。 一 
部 の 機関 は それ を 使用 する こと に 消極 的 で あり 、 他 の 機関 で は 、 こ 
れ ら の シス テム を 購入 する た め の 高 コス ト と 、 発 生 す る 可能 性 の あ 
る 社会 的 お ょ び 経 済 的 影響 に 対す る 一 部 の アラ ブ 政 府 の 恐れ に 加え 
て 、 そ の 使用 を 必要 と し な い 場 所 で 採用 お られ て いま すこ れ ら の スマ 
ー ト な 製品 と 人 々 の 間 の 衝突 か ら 、 高 ぃ 失業 率 と 、 コ スト が 高い た 
め に この スマ ー ト な トレ ンド に 対応 で き な い 企業 や セク ター の 崩壊 
に つなが り ま す 。 


ジ シーン X 
学 宙 か ら の 物体: 


ウイ ルス は 、 独 立 し て 繁殖 する こと が で き な い た め 、 丘 生物 で あり 
、 一 部 の 科学 者 は 、 そ れ ら を 生命 と 圧 生 命 の 中 間 額 域 と 見 な し て い 
ます . ウイ ルス は 、 タ ン パ ク 質 の 層 に 囲ま れ た 遺伝 物質 、DNA また は 
RNA の 任意 の 断片 の グ ゲノム で す . こ れ は 、 ウ イル ス に 関し て 科学 者 が 
同意 し た こと の 一 部 に すぎ ませ ん 。 


し か し 、 新 し い コ ロナ ウイ ルス が 慕 延 し 、 世 界 で 最も 強力 な 医療 シ 

ステ ム に 挑戦 し た スピ ー ド は 、 地 球 へ の ウイ ルス の 伝染 の 可能 性 の 

ある ソー ス と し て 宇宙 に 目 を 向け させ まし た . ス タン フォ ー ド 大 学 の 

科学 者 に よる と , 火 星 か ら の 岩石 サン プル は ウイ ルス を 地球 に 感染 き 

せる 可能 性 が ある た め 、 火 星 か ら 戻 っ て きた ミサ イル を 減 菌 し 、 持 

ち 込 まれ た 岩石 サン プル を 一 定期 間隔 離し て ウイ ルス が な いこ と を 
語 す る 必要 が あり ます 。 
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ウェ ー ル ズ の カー ディ ブフ 大 学 の 有名 な 生物 学者 (チャ ンド ラ ウィ ク 
ラシン ) は 、2019 年 10 月 に 中 国 上 空 で 爆発 し た 流星 に よっ て 新型 コ 
ロナ ウイ ルス が 地球 に 落下 し た 可能 性 を さら に 推し 進め まし た 。 


お そら く 世 界 は 、 こ の 命題 の 奇妙 さと 斬新 さき に も か か わら ず 、 こ の 
主張 を 否定 また は 確認 する 研究 を 目の当たり に する で し ょ う 。 


第 一 
合 音 葉 は ・・・ ネ アン デル ター ル 人 


Covid-19 の 治療 法 に つなが る か も し れ な い 面 白い 研究 に 関し て 、 研 
究 者 た ち は 、 ネ アン デル ター ル 人 か ら 受 け 継 が れ た 遺伝 子 、Covid へ 
の 感染 、 そ の 重症 度 、 お よび それ か ら の 回 復 を 関連 付け まし た . 


カナ ダ の マギ ル 大 学 が 主導 し た 研究 に よる と 、 ネ アン デル ター ル 人 

か ら 受 け 継 い だ 遺 伝 子 (OAS1) の コピ ー を 持っ て いる 人 は 、 こ の 遺伝 
子 が ウイ ルス に 対す る 体 の 反応 を 制御 し て いる た め 、Covid-19 に 感 
染 し て 死亡 する 可能 性 が 低く な り ま す 。 OAS1 の p46 タン パク 質 コ ピ 
ー の レベ ル が 高い 人 は 、 抗 ウイ ルス 活性 が 高い た め 、 こ の タン パク 
質 の 発生 率 が 低い 人 ょ り も 感染 の 発生 率 が 低く (5%)、 入 院 の リス ク 
も 低い (9%) こと が わか り ま し た 。 . ホ ス ホ ジ エス テラ ー ゼ 12 阻害 剤 
は 、 感 染 の 可能 性 と 重症 度 に 反映 され る OAS1 を 増加 させ る 可能 性 が 
あり ます 。 
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シー ン XXII 
ワク チン に 気 を つけ て ! ! ! 


約 1 年 後 , 科学 者 は 、 最 近 製 造 さ れ た 多く の ワク チン を 開発 する こと 
が で きま し た , フ ァ イ ザ ー- ビ オン テッ ク お よび モデ ルナ ワク チン を 
含む . フ ァ イ ザ ー- ビ オン テッ ク お よび モデ ルナ ワク チン の アイ デア 
は 、 人 バー ジョ ン の 使用 に 基づい て いま す -. 出 現し つつ ある コロ ナ 
ウイ ルス の 遺伝 物質 で ある mRNA は 、 体 の 免疫 系 を 刺激 し て 抗体 を 
生成 し ます 継続 的 な 準備 の 。 


世界 を 救う た め に 先進 国 が 示し た これ ら の 共 力 は 、 こ れ ら の ワク チ 
ン に 対す る 世界 の 必要 性 を 減ら し 、 市 民 に 副作用 に つい ぃ て も 警告 し 
た ブラ ジル 大 統 償 ジ ャ イル ・ ボ ル ソ ナ ロ の 上 肉 か ら 逃 ん れる こと は で 
きま せん で し た 。 ワ クチ ン は 女性 の あご ひげ を 生やし 、 男 性 を ワニ 
に 変え る こと が で きま す !!. 


この 問題 は ブラ ジル に と ど ま ら ず 、 イ スラ エル で は 、 イ スラ エル の 
ラビ (ダニ エル ・ ア シュ ー ル ) が 、 イ ンタ ーネット や ソー シャ ル メデ 
ィ ア で 彼 の 支持 者 に 、 ワ クチ ン は 中 絶 さ れ た 胎児 の 細胞 を 使用 し て 
開発 され た も の で あり 、 そ の 結果 、 同 性 愛 者 に な る 可能 性 が ある と 
碑 告 し まし た 面白 いこ と に 、 イ スラ エル で 同性 愛 者 の 権利 を 擁護 
する グル ー フ プ 「 ハ フロ タ 」 は 、「 私 た ち は 現 在 、 新 し い メ ン バ ー を 
受け 入れ る た め に 集中 的 に 準備 し て いま す !」 と 育っ て 、 厳 し い 皮 肉 
で 彼 の 声明 を 辞退 し まし た 。 


イス ラ エ ル 国 内 、 特 に ワク チン 接種 と 社会 的 距離 を 一 緒 に 拒否 する 
過激 涯 サー クル で の 噂 の 戦争 に 長 面 し て 、 イ スラ エル は 人 口 の 大 多 
数 に ワク チン を 接種 する こと に 成功 し 、 世 界 で 最も 速い らい ウ クチ ン 接 
種 キ ャ ン ペ ー ン の 1 つ に な り ま し た . 


そし て 、 イ スラ エル が 私 た ちの 愛す る パレ スチ ナ の 占 賃 国 で ある こ 
と を 考え る と 、 国 連 人 権 委員 会 は 声明 の 中 で 、 ガ ザ と ヨル ダン 川西 
岸 の パレ スチ ナ 人 に 公正 な 方 法 で ワク チン を 提供 する 責任 を イス ラ 
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エル に 負わ せま し た 。 イ スラ エル の 保健 大 臣 (メリ ・ エ ー デ ルス タ 
イン ) は 、BBC へ の 声明 の 中 で 、 こ の 道徳 的 責任 を 回 避 し ょ うと し 
まし た 。 そ し て 、 パ レス チ ナ 人 が 彼ら の 支配 下 に ある 地域 の 保健 問 
題 に 対処 する べき で ある こと を 明確 に 示し まし た 。」 


シー ン 13 
際 謀 の 法則 ! 


パン デミ ッ ク が 私 た ちの 世界 に 侵入 し て 以来 、 人 々 は Covid 19 が 何 
で ある か に つい て の うわ さ を 広 め る こと を や め て お ら ず 、 私 た ち が 
経験 し て い ぃ る 症状 と 死 は ウイ ルス を 含ま な い 他 の も の の 結果 で ある . 
中 国 の 都市 武漢 は 、 第 5 世代 の イン ター ネッ ト と それ が 発する 電磁 
波 の 発端 の 結果 で す !! そし て 、 私 た ち が 住ん を で いる の は 、 ア フ ガ ニ 
スタ ン の 研究 所 か ら 漏 ん た サリ ン ガ ス が 多く の 兵士 を 感染 きせ た 結 
果 で ある と いう 別 の 噂 が あり まし た 。 これ ら の うわ さ に よっ て も た 
ら さ れ た 告発 は 、 こ の 陰謀 の 背後 に ある 国々 に 影響 を 与え 、 中 国 が 
最大 の シェ ア を 獲得 し 、 次 に アメ リカ 合衆国 と イス ラ エ ル . そ し て 、 
彼 は 電子 チッ プ (ID 2020) を 皮膚 の 下 に イン スト ー ル する こと に よっ 
て 世界 を 制御 する こと を 目指 し て いる と 主張 し て いま す 。 


も ちろ ん 、 陰 斉 論 は 科学 的 解釈 に は 適し て お ら ず 、 人 類 史 の 解釈 に 

お いて 陰謀 論 だ け に 頼る こと と は で きま せん 。 そ れ は 、 西 洋 と いう 1 

つの 派閥 と 、 常 に 1 人 の 被害 者 に 結び つけ る こと が で き な い の と 同 

じ で す 。 ワ クチ ン は すでに 現在 の 現実 か ら そ れ を 反 股 する 何 か を 持 
っ て いま す . ウ イル ス は 局所 的 な も の で は な い の で 、 私 た ち ア ラブ 人 
を 排除 する た め に 作ら れ た と 癌 え ます . イ タリ ア や アメ リカ な どの 一 
部 の 先進 国 で は 危険 な し ベル に 達し 、 ウ イル ス の 制御 を 失い 、 感 染 
率 と 死亡 率 に 達し まし た . レ ベル は 括 常 に 高く 、 ワ クチ ン が 登場 する 
の に 1 年 近く か か り ま し た . も し 彼ら が 準備 が で き て いた ら 、 先 進 国 
は 自国 民 を ウイ ルス と 特定 の 死 の 餌食 に し た で し ょ うか 3?! 演 説 は 一 
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つ で あり 、 経 済 的 お ょ び 人 的 損失 は すべ て の 人 に 同様 に 影響 を 与え 
、 陰 謀 の 論理 を 否定 し て いま す . 


ジョ ー ク は 、 た と え そ れ が 痛み や 苦難 の 子宮 か ら 出 て きた と し て も 
、 ユ ー モ ア を 欠く こと な く 批 剃 的 な 方 法 で 人 々 が 胸 を 表現 する 手段 
で あり 、 危 機 の 時 に 人 々 を 結び つけ る 静か な 斉 語 で す . 


Francois Renard は 、 フ ラン ス の 雑誌 Nouvelle Observateur の 記事 で 、 
Covid 19 に 関連 する 世界 中 の ジョ ー ク や 人 逸 語 を レビ ュー し まし た 。 


1- ア メリ カ で は 、 ペ ー ジ を めく る た め に 指 を 舌 で 濡らし て い ぃ る 間 、 
人 々 の 顔 に 秋 れ な いよ うに テキ スト を 指示 する アメ リカ の 役人 を 見 
か ( け ま す 。 


2- 日 本 で は 、 夏 季 オ リン ピッ ク を 維持 し よう と する 熱意 が 皮肉 に も 
監視 され て お り 、 宇宙 飛行 士 の 制服 を 着 た 男性 が 試験 管 を 持っ て ス 
タ ジ ア ム の 反対 側 を 移動 し 、 飛 ん で い ぃ る 療 が どれ だ け 遠 くま で 飛 べ 
る か を 確認 する 必要 が あり ます 。 到 着 ! ! . 


3- そ し て 人 々 と 人 々 の や り 方 で !! 液体 石鹸 工場 の 所 有 者 が 刈り 取る 利 
益 か ら 喜 びと 義 下 を 伝え ん 、 人 々 は ほとん どの 時 間 を それ で 手 を 洗う 
こと に 費やし ます .… 


4- イ タリ ア か ら 、 人 々 は 冗談 を 埋 っ て いま す :「 な ぜ ロ ー マ の 地下 
鉄 は ウイ ルス を 避け る の に 最も 安全 な 場所 な の で すか ?」 待ち 時 間 が 
潜伏 期間 より も 長い か ら で す 。 そし て 、 親 戚 と 一 緒 に 隔離 され て い 
る イタ リア 人 女性 は 、「 私 の 子供 た ち が 病 気 を 生き 延び た ら 、 私 が 
殺し ます 」 と 痛い ます . 
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5- 彼 の 友人 の 1 人 か ら 、 人 々 に 人 社会 的 距離 を 守る た め の 最 良 の 方 法 
は ニン ニク で ある と 報告 され まし た. 刺激 臭 を 避け る た め に 、 少 な く 
と も 1 て 2 メー トル 中 


ジー ン XV 
パン デミ ッ ク 時 の 一 夫 多 妻 制 


「 男 の 偉大 き は 女 の 偉大 きか ら 生 まれ る | と 「 夫 の いな い 女 は 種 の 
な い 土 地 ] の 前 半 は 英語 の こと わざ 、 後 半 は アビ シニア の こと わざ ぎ 
で す 。 男 性 の 周り に は 多く の 女性 が いて 、 女 性 に は 多く の 資質 と 欠 
陥 が あり 、 特 に Covid 19 の よう な パン デミ ッ ク が 世界 に 侵入 し た 場 
合 、 そ れ ら の 違い は 二 重 の 幸福 の 称号 に な り ま す .. 理 想 主義 と 楽観 
主義 に 染まっ た 紹介 , 右 ? ! ! し か し 、 そ れ は 一 部 の アラ ブ 諸 国 で は 
現実 の も の で あり 、 理 解 と 幸福 の 観点 あか ら ろだ け で な く 、 ア ラブ 諸国 
の 未婚 の 問題 を 和解 決する と いう 観点 あら も 、 中 立 的 な 研究 に 値する . 


2019 年 に ドー ハ で 開催 され た 「 結 婚 に 関す る アラ ブ 家 族 .… 研 究 と 政 
策 ア アプローチ | フォーラム に よる と 、 ク ウェ ー ト は 一 夫 多 妻 制 の 率 
が 最も 高い 湾岸 譜 国 で ある た め 、 検 疫 は クウ ェ ー ト 人 男性 の 自由 へ 
の 制限 を 表し て いま す 。 こ れ に より 、 政 府 は 電子 的 に リン ク を 開始 
し て 1 時間 の 移動 許可 を 取得 し 、 こ れ ら の 夫 が 妻 の 間 を 公平 に 移動 
で きる よう に し 、 夜 間 外 出 禁 止 期間 中 に 妻 を 1 人 に 制限 する こと を 
回 避 し まし た !! 
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ジ シーン XVI 
ゾン ビ コ ビ ッ ド 


アフ リカ の ハイ チ の 民間 伝承 か ら 、 長 年 に わた っ て ホラ ー や スリ ラ 
一 映画 の 最前 線 を 占め て いた ブー ドッ ゥ ー 教 の 文化 か ら 生 まれ た 物語 
。 死体 の 静 且 に ウイ ルス を 導入 する と 、 脳 に 到達 し て 再起 動 し 、 残 
り の 臓器 を 再起 動 す る の に 十分 な た め 、 静 止 し た 体 で 生命 が 再び 復 
活 し まし た が 、 ウ イル ス は この 体 で 再び 生命 を 復活 させ た だ け で は 
あり ませ ん , し か し 、 そ の 中 に 他人 を むさ ば ぼり 食う と いう 欲求 . こ れ 
は 、 サ イエ ンス フィ クシ ョ ン が サス ペン ス と 興奮 か ら 作 成 し た も の 
で す . 世 界 は 、 ゾ ン ビ が いつ か 現実 に な る 可能 性 に 目覚 め て いま す . 


し か し 、 一 部 の 科学 者 が 体 の 臓器 を むさ ぼり 食う ゾン ビ と 呼ぶ ほど 

に 世界 に パニ ッ ク と 恐怖 を 広め た Covid 19 に よっ て 作成 され た も の 

は 、 不 可能 を 可能 に し まし た .. ア メリ カ 疾 病 予 防 管理 セン ター は 、 基 
本 的 な 準備 を 含む 緊急 時 計画 を 策定 し まし た 1 人 あたり 毎日 3 リッ 

トル の 水 と 、 す ぐに は 腐ら な い 食 品 石鹸 や タオ ル な どの 身の回り 品 
全員 の 衣服 と 寝具 家族 の 中 で 電池 式 の ラジ オ 、 ナ イフ 、 警 察 、 消 防 
署 、 地 元 の ゾン ビ 対 応 チ ー ム な どの 連絡 先 の リス ト ! 飼え た ゾン ビ 
が あな た の 家 を 導 っ た と き 、 家 族 が どこ に 集まり 、 ど こ に 行く か を 

決め て くだ さい 。 

確か に 、 こ の 問題 は ば か げ て ば か げ て お り 、 そ れ は レポ ー ト が 期待 
し て いた こと で す が 、 危 険 が ゾン ビ で ある か 他 の も の で ある か に か 
か わら ず 、 緊 急 時 対応 計画 と リス ク 管 理 に つい て 知り 、 宮 練 す る こ 

と は 役に立ち ます 。 
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シー ン セ ブン ティ ー ン 
ワク チン は アブ ドッ ゥ ッッ ラー!! 


アラ ブ の イス ラム 教徒 は 、 何 年 経っ て も 東西 の 魂 か ら 消 すこ と の で 
き な い 歴史 の 関 光 を 残し まし た .…. し か し 、 ア ラブ と イス ラム の 歴史 が 
残し て いな い 魂 は どれ で すか ? 宗 拝 者 は 唯一 の 崇拝 に この 意味 は キュ 
ー バ の 僅 大 な 詩人 (Jose Marti) の 精神 と 良心 か ら 得 られ た も の で 、 ス 
ペイ ン の 植民 地主 義 者 に 対す る キュ ー バ の 人 々 の 聞い を 分 か ち 合 う 
アラ ブ の 英雄 た ちの 助け を 借り て 詩 的 な 戯曲 を 書い た . ア ラブ 人 を 犠 
牲 に し て ヨー ロッ ツ パ 諸国 に 仕 を た イン ド の 備 兵 、 物 事 に 洞察 力 が あ 
り 、 世 俗 的 な 問題 を 超越 し 、 敗 北 し て も 落胆 せ ず 、 彼 ら と 彼ら の 数 
の 違い に 下面 し て も 無気力 を 知ら な い 敵 で は な く 、 彼 ら の 土地 と 神 
へ の 希望 を 守り ます 。 


この 傾向 は 、 キ ュー バ の ジハード に 参加 する エジプト の ヌ ビ ア 人 の 
若者 を 描い た 彼 の 有名 な 戯曲 (アブ ドラ ) で 明らか で す 。 


私 た ち が 育 っ た よう に 、 私 た ちの 祖先 が 世界 の 心 に 残し た 文化 遺産 
は 消す こと が で き な い の で 、 親 愛 な る 読者 の 費 さ ん 、 ア ブ ド ッ ゥ ッ ラ 
ー が キュ ー バ が 第 二 次 世界 大 戦後 に 開発 し た 2 番目 の ワク チン に 選 
ん だ 名 前 で ある こと を 知っ て も 、 入 か な いで くだ さい 。 半 の 主人 公 
、 ホ セ ・ マ ル テ ィ は 、 彼 が 実験 の 第 3 段階 を 完了 し 、Covid 19 に 対 
し て 有効 性 を 示し た こと を 明らか に し まし た 。 面 白い こと に 、 ベ ネ 
ズ エ ラ は 、 キ ュー バ と 協力 し て キュ ー バ の アブ ドッ ゥ ッ ラ ・ ワ クチ ン を 
製造 中 で ある こと を 明らか に し まし た 。 
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シー ン XVllI 
発散 、 お 尻 、 猫 


Covid 19 の 発生 危機 に 伴う 最も 困難 な こと の 1 つ は 、 人 々 に 社会 的 習 
慣 を 放棄 させ 、 世 界 中 で 適用 きれ る よう に な っ た 社会 的 距離 の 措置 
を 順守 きせ る こと で す 。 


そし て 、 多 く の 人 々 が ソー シャ ルディ スタ ンス に 違反 し 、 防 護 マ ス 
ク の 着用 を あき ら め て いる た め 、Facebook や Twitter な どの ソー シャ 
ル ネッ トワ ー ク は 、 深 刻 な 推奨 事項 や 風刺 的 な 画像 を 通じ て 、 人 々 
の 間 で 意識 を 広め ゆ る 上 で 最も 重要 な 役割 を 果たし て いま し た 。 フ ィ 
ー ル ド を 横断 し 、 ツ イー ター は この 画像 を 利用 し て 、 危 険 が か すべ て 
の 人 に 差し 迫っ て いる こと 、 そ し て 私 た ち 全員 が コロ ナ で いっ ぱい 
の フィ ー ル ド に いる こと を 証明 し まし た 。 と 個人 保護 .. 


お も し ろ い こと に 、 こ の 有名 な 写真 を 探し た と ころ 、 当 時 は ロバ の 
バン ビ か コル ト だ っ た こと が 疫 明 し 、 第 13 大 隊 の フラ ンス 兵 は 、 地 
雪原 を 横 切 ら な いよ うに 背負 っ て いま し た 。 写真 の 下 に 広げ られ た 
の は むし ろ 、 ア ル ジ ェ リア の フラ ンス 人 槽 民 者 の イ メー ジ を 美化 す 
る た めで あり 、 動 物 は アル ジェ リア の 砂漠 で の 仙 僚 と 死 か ら 保護 す 
る た め に 植民 者 に よっ て 世話 を され た . 植 民 地 主義 者 の 真 の 喘 笑 . 動 
物 に 関し て は 人 道 と 慈悲 を 主張 し な が ら 、 貞 作 中 に アル ジェ リア で 
四 の な い 人 々 を 殺す こと を や め な か っ た !U!. 


Covid 19 が その よう な イメ ー ジ を 復活 させ 、 そ れ ら の 真実 を 真剣 に 
研究 する こと の 重要 性 を 復活 させ た の は 面白 いで す .Covid は 私 た ち 
に いく つか の 教 間 を 教え て くれ まし た . 抜 け 目 の な い バ ッ グ は 教訓 を 
理解 し 、 学 ぶ 人 で す . 


そし て 、 ロ バ か ら 社 会 的 距離 の 生活 を 嫌っ た 猫 ま で . 私 の 著書 、 乱 音 
の 物語 、 そ し て こと わざ の 下 で 、「 猫 は お 腹 が すい た ら 盗 ん だ | と 
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いう こと わざ の 下 で 、 私 は 猫 の 物語 に つい て 話し まし た , 近 所 の 人 の 
服 を 盗み 始め た ギャ ラク ティ カ 提 示 は 、 所 有 者 に 手書き の サイ ン を 
書く よう に 強制 し まし た :「 私 の 猫 が あな た の 子供 の 水着 を 盗ん だ . ド 
ア を ノッ ク し て . 彼 を 取り 戻す .] 


ジー ン XIX 


covid の 検出 の た め の 動 物 


科学 者 た ち は 、Covid 19 患者 は 特有 の 汗 の に お い が す る こと に 気付 
きま し た . 犬 は 嘆 覚 が 最も 強く 、 最 も 正確 で ある た め 、 和 警察 犬 が この 
タス ク を 実行 する た め に 使用 され まし た . 実 際 、 こ れ ら の 犬 は Covid 
19 上 患者 の 陽性 例 を 発見 する こと に 成功 し まし た . ベ ルギー の サッ カー 
ク ラブ KV Oostende の 選手 の 間 で . 選手 の 脇の下 の に お い が つ いた 綿 
棒 の に お い を 嘆 ぐ こと に よ ょ よって. 同じ 成功 は 、 フ ィ ン ラ ンド の 空港 で 
剖 練 され た 犬 に よっ て 達成 され 、 健 康 で ある と いう 事実 に も か か わ 
ら ず 、 感 染 し た 乗客 を 特定 する こと が で きま し た . 科 学者 た ち は 、 ポ 
リ メ ラ ー ゼ 連鎖 反応 (PCR) に 代わ る 、 重 度 ま た は 軽度 の 感染 症 お よび 
症状 の ある 人 また は な い 人 を 特定 で きる 迅速 な グル ー フ スク リー ニ 
ング 法 と し て この 方 法 を 採用 する 可能 性 を 研究 し て いま す 。 動物 の 
世界 で の この 成功 は 、 科 学者 が Covid 19 を 検出 する た め の よ ょ り 多 く 
の 方 法 を 探す こと を 奨励 し まし た が 、 今 回 は 虫 の 世界 、 特 に 吊 覚 
が 強い ミツ バチ か ら 、 大 学 の 獣医 研究 所 の オラ ンダ の 研究 者 と し て 
ワー ゲニ ング ゲン の 研究 チー ム は 、 ミ ツバ チ を 訓練 し て サン プル を 特 
定 す る こと が で きま し た .Covid 19 に 感染 する と 、 報 酬 と 引き 換え に 
砂 精 で 甘く し た 水 が 与 えら れ 、 一 定期 間 の 宮 練 の 後 、 ミ ツバ チ は 感 
染 す る た びに 報酬 を 得る た め に 舌 を 伸ばす こと に 慣れ まし た . サ ンプ 
ル を プレ ゼン ト し まし た !! この 方 法 は 、 安 価 で あり 、Covid 試薬 が 十 
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分 に 入手 で き な い 国 で の 適用 の 可能 性 に 加 を て 、Covid を テス ト す る 
た め の 即 時 の 方 法 で す . 


実際 、 ア レク サン ダー ポー プ ' の 斉 葉 は 正しかっ た :「 歴 史 は 、 犬 が 忠 
衣 を 証明 し た 出来 事 で いっ ぱい で す 。」 アル バー ト アイ ン シ ェ ュ タ イ 
ン も 、 次 の よう に 述べ た と き 、 真 実に 手 を 差し 伸 べ まし た 。 ミ ツバ 
チ は 消え ます 。 
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モハ メド ・ フ ァ テ ィ ・ ア ブ デ ル ・ ア ル 博 士 

1982 年 、 エ ジブ プ ト 、 シ ャ ルキ ア 県 ザ ガ ジ グ 生 まれ 

資格 : 

1- 2004 年 、 ザ ガ ジ グ 大 学 で 薬学 の 学士 号 を 取得 。 

2- 応用 微生物 学 の 卒業 証書 、 ザ ガ ジ グ 大 学 、2006 年 。 

3- 生化 学 の 修士 号 、 ザ ガ ジ グ 大 学 、2014 年 。 

4- 2017 年 イス ラム 研究 高等 研究 所 の イス ラム 研究 大 学院 卒業 証書 。 
5- 2017 年 アウ カフ 省 イ スラ ム 文 化 セ ンタ ー か ら の 説教 者 養成 証明 書 


に 】 


6- 2017 年 に 管理 科学 の た め の サ ダ ト アカ デミ ー か ら 総 合 的 な 医療 品 
質 管理 の プロ フェ ッ シ ョ ナル ディ ブロ マ を 取得 。 


知 的 文献 


1- 科学 、 宗 教 、 文 明 の 考察 - Dar AlLL_Maidan は 、2019 年 と 2020 年 の 2 
部 構成 で 出版 お ょ び 配 布 さ きれ ます 。 


2- The Mirror of History book - Dar Diwan AI Arab 2020 年 の 出版 お よび 
配布 用 。 

3- 歴史 と 文学 の 余白 に 関す る 本 - ダ ルディ ワン アル アラ ブ 、2021 年 
に 出版 お よび 配布 。 

4- The Book of the Age of the Age (バー ト 1) - Dar Al-Nil and Al-Furat for 
Publishing 2020. 


5- The Book of Proverbs Tales - Dar Diwan AI Arab for Publishing and 
Distribution 2021. 

6- バン デミ ッ ク ファ ンタ ジー ブッ ク - 2022 年 出版 お よび 配布 用 の ダ 
ルディ ワン アル アラ ブ 。 
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- エ ジブ ト の 道徳 史 の 本 の ペー ジ -2022 年 の 出版 と 配布 の た め の Dar 
Diwan AI Arab。 


8- 歴史 の 海 か ら の 物語 の 本 - ダ ルディ ワン アル アラ ブ グ 、2021 年 に 出 
版 お よび 配布 。 


9- Al-Mahrousa の ハデ ィ ー ス の 本 - Dar Diwan Al-Arab の 出版 お よび 配 
布 2022 年 。 


10- ラマ ダン の 属性 か ら の 本 、 神 の 最も 美しい 名 前 - ダ ルディ ワン 
アル アラ ブ 、2022 年 に 出版 お よび 配布 。 


11- The Tanzaku Book of Happiness - Dar Diwan Al Arab for Publishing and 
Distribution 2022. 


12- Forty Cafe に 関す る 本 - Dar Diwan AI Arab の 出版 お よび 配布 2022 
年 。 


13- 村 か し さ 、 現 実 、 幻 想 の 本 - 2022 年 の 出版 と 配布 の た め の ダ ル ・ 
ディ ワン ・ ア ル ・ ア ラブ 。 


14- 出版 と 配 布 の た め の 禁 止 と アン の 間 の 混乱 し た 歴史 書 - Dar Diwan 
AI Arab 2022. 


小 誠 と 物語 の コレ クシ ョ ン : 
1- 正義 の 時 間 の 小 庶 - Dar Diwan AI Arab 2020 年 の 出版 お よび 配布 用 


2- ア ンダ ルシア 小 競 の 秋 - 無料 出版 の た め の Dar Lotus 2021 


3- 物語 の 軌道 に ある 物語 の コレ クシ ョ ン - ダ ルディ ワン アル アラブ 
2021 年 発行 お ちょび 配布 用 。 


4- 神 が あ な た を 愛す る まで の 短編 小 就 集 - Dar Diwan Al Arab 2022 年 
の 出版 と 配布 に 向け て . 
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5- 戯曲 、 い ば ら 橋 の 足 - Dar Diwan AI Arab for Publishing and 
Distribution 2022. 


本 は 、 カ イロ 、 ア レク サン ドリ ア 、 ス ー ダ ン 、 イ スタ ン ブ ー ル 、 ア 
ンマ ン 、 チ ュ ニ ス で の 展示 会 に 参加 し まし た 。 


電子 書籍 : 

1- 風情 の 書 (俳句) 

グル ー プ ブッ ク へ の 投稿 : 
最初 に : 科学 書 の 分 野 で は : 


1- ド イツ の ベル リン に ある アラ デブ 民主 セン ター が 発行 し た 「 グ ロー 
バル な 国家 お よび コミ ュ ニ ティ の 安全 保障 へ の 秦 威 と し て の 健康 安 
全 保 障 ] と いう 本 に 、「 コ ロナ パン デミ ッ ク 、 治 療 オ プシ ョ ン 」 
2020 と いう タイ トル の 研究 と と も に 参加 。 

2- イ ラク の アル ・ ニ ソー ル 大 学 カ レッ ジ の 電子 科学 小冊子 「Covid 19 
に 関連 する 教育 記事 ] 2021 の 「Covid 19 ウイ ルス の 効果 的 な 治療 に 
向け て 」 と いう タイ トル の 科学 記事 へ の 参加 。 

3- 社会 科 シ リー ズ の 第 4 集 の 研究 へ の 参加 - コロ ナ ソ サエ ティ 、8 月 
20 日 の 大 学 の 社会 科学 お ょ び 人 間 科 学部 の 研究 社会 科研 究 所 に よっ 
て 発行 され た 影響 と 賭け は どこ に あり ます か 、1955 年 、 ス キク ダ 、 
アル ジェ リア 、2022 年 。 

第 二 : 短編 小 癌 と 記事 の 分 野 で の 集合 本 へ の 参加 : 

1- Diwan Al-Arab Book、 バ ー ト 3 (記事 ) - Dar Diwan Al-Arab for 
Publishing and Distribution 2020. 


2- The Book of Fleeting Pens (Short Stories) - Dar Diwan AI Arab for 
Publishing and Distribution 2021. 
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3- The Book of Screaming Letters, a Literary Encyclopedia, Part Two (Short 
Stories) - Dar Diwan AI Arab for Publishing and Distribution 2021. 


4- The Book of Ambassadors of Amazement (Stories) - Dar Ostroun for 
Printing and Publishing 2022. 


5- My Story Book for You (Short Stories) - Dar Kayanak 出版 お よび 配布 
2022. 


6- 夢 の 翼 に 関す る 本 (短編 小説 )、 無 料 出版 の た め の Dar Lotus、2021 
年 。 


7- ド ア を ノッ ク す る と き の 本 (記事 )、Dar Lotus for Free Publishing 
2022. 


8- ヘル ワン 大 学 の 文学 批評 教授 で ある エッ サム マフ ムー ド 博 士 の 息 
督 下 に ある バー チャ ル ブッ ク (短編 小説 ) - Dar Al-Saeed for Publishing 
and Distribution 2022. 


9- The Golden Book、11 か 国 の 100 人 の クリ エイ ター に よる 100 の ス 
トー リー - Rose Al-Youssef Foundation 2021。 


10- アラビア 語 の ろう そく の ノー ト と ペン の 本 、 パ ー ト 2 - 発行 お よ 
び 配 布 の た め の DarJane - リビア 


11- Al-Multaqa の 作品 、 短 編 小 説 か ら - Dar Al-Multaqa 2020 年 の 出版 
お ょ び 配 布 用 。 


12- ボ イン ト と 情熱 の 始ま りか ら -2023 年 の 出版 と 配布 の た め の Dar 
Al-Zayyat。 


受賞 歴 : 

1- 2017 年 、 健 康 保険 総局 東部 支部 の 模範 的 な 楽 剤 師 。 

2- 薬剤 師 の 東部 シン ジ ケ ー ト 2015 か ら の 理想 的 な 薬剤 師 、 薬 剤 師 の 
東部 シン ジ ケ ー ト と 薬剤 師 の エジプト の シン ジ ケ ー ト か ら の 盾 。 
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2-2021 年 の 短編 小計 に お ける イブ ン ・ ア ル ・ ニ ル 文 学 フ ォ ー ラ ム の 
盾 。 


3- Rose ALI-Youssef Foundation の 短編 小説 コン ペティ ショ ン 「11 か 国 
か ら の 100 人 の クリ エイ ター に よる 100 の スト ー リ ー」 の ゴー ル デ 
ン ブ ッ ク 2021 の 受賞 者 の 名 準 証 明 書 。 


4- 第 5 回 医薬 品 創造 フェ ステ ィ バ ル 2021 の 活動 に お ける ギザ 薬剤 師 
シン ジ ケ ー ト お よび 文化 創造 委員 会 か ら の 感謝 状 。 


5- イ ラク の アマ ル ジ マガ ジン 2018 か ら 優 秀 性 と 創造 性 の 盾 。 


6- 2020 年 12 月 に リビア の アル バイ ダ で 発行 お よび 配布 され た 、Dar 
Jane の 後援 に よる 第 5 回 アラ ブ クリ エイ ティ ビ テ ィ アン ド クリ エー 
ター ズ フェ ステ ィ バ ル か ら の 感謝 状 。 


7- 2022 年 第 6 回 医 品 創造 祭 の 活動 に お ける Qalyubia Pharmacists 
Syndicate お よび 文化 創造 委員 会 か ら の 感謝 状 。 


対話 と 会 議 : 


1- エジプト の TV の イン タビ ュー、 私 の 番組 「 羽 と ペン で 」 、 そ し て 
私 は この 国 の 出身 で す 。 


2- フ ラン ス の ラジ オ モン テカ ル ロ と エ ジ フ ト の ラジ オ の イン タビ ュ 


ーー 
Oo 


その 他 、 報 道 ・ ラ ジオ 取材 多数 。 
肩書 き : 
1- 以前 は 、 健 康 保険 総局 東部 支部 の 品質 部 門 の 責任 者 。 


2- リ ヤ ド の アル ・ フ ァ ラ ー 国 際 病 院 で 薬剤 師 で あり 、 以 前 は リス ク 
管理 、 患 者 の 安全 、 パ フォ ー マ ン ス 指 標 を 担当 し て いた 
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3- エジプト の 作家 、 研 究 者 、 小 説 家 
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